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用
　
　
語
　
　
解
　
　
説

２
０
２
１
年
「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会
の

活
動
ベ
ス
ト
10
」
発
表 　

　
三
重
県
議
会
で
は
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
末
、

県
民
の
皆
さ
ん
や
県
議
会
議
員
か
ら
の
投
票
に
よ
り
、
２
０
２
１
年
の
「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重

県
議
会
の
活
動
ベ
ス
ト
10
」
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
選
定
さ
れ
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
各
項
目
の
詳
細
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

住
民
本
位
の
政
策
決
定
と
政
策
監
視
・
評
価
の
推
進

○��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応�

　

�《
国
に
意
見
書
提
出
、
補
正
予
算
を
先
議
な
ど
》（
２
月
～
）

独
自
の
政
策
提
言
と
政
策
立
案
の
強
化

○
「
差
別
解
消
を
目
指
す
条
例
検
討
調
査
特
別
委
員
会
」
で
検
討
を
継
続
（
１
月
～
）

○��

議
員
提
出
条
例
と
し
て
「
三
重
の
木
づ
か
い
条
例
」
を
可
決

　

�《
木
材
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
県
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
る
》（
３
月
）

議
員
報
酬
、
政
務
活
動
費
及
び
選
挙
な
ど

○�

政
務
活
動
費
の
減
額
《
45
％
減
額
》（
１
月
～
６
月
）

○
「
三
重
県
議
会
の
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
可
決

　

�《
現
在
の
定
数
51
人
か
ら
48
人
に
》（
５
月
）

そ
の
他

○�

三
重
県
茶
業
会
議
所
と
共
催
で
「
お
い
し
い
伊
勢
茶
の
淹
れ
方

教
室
」
を
開
催
（
３
月
）

○
「
ス
マ
ー
ト
議
会
の
在
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
設

置
（
３
月
）

○�

全
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
付
（
３
月
）

○
「
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
」
を
設
置
（
６
月
）

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
対
応
す
る
た
め
緊
急
会
議

を
７
回
開
催
《
補
正
予
算
を
可
決
》（
１
月
～
）

　

11
月
22
日
、
議
場
に
お
い

て
、
在
職
15
年
以
上
お
よ
び

10
年
以
上
の
議
員
に
対
し
、

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

の
自
治
功
労
者
表
彰
が
議
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
15
年
以
上

　
　
津
田　
健
児　
議
員

在
職
10
年
以
上

　
　
濱
井　
初
男　
議
員

　
　
東　
　
　
豊　
議
員

　
　
石
田　
成
生　
議
員

　
　
小
島　
智
子　
議
員

　
　
藤
根　
正
典　
議
員

　
　
田
中　
智
也　
議
員

　
　
谷
川　
孝
栄　
議
員

　
　
下
野　
幸
助　
議
員

自
治
功
労
者
表
彰

令
和
３
年
度
第
１
回
三
重
県
議
会
議
員
勉
強
会
を
開
催

　
11
月
22
日
、
公
益
財
団
法
人
反
差
別
・
人
権
研
究
所
み

え
の
中
村
尚
生
さ
ん
と
安
田
賢
行
さ
ん
を
講
師
に
、「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
人
権
侵
害
」
と
題
し
て
、
第
１
回
目
の
議
員
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
ネ
ッ
ト
）
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
生
活
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
ネ
ッ

ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
人
権

侵
害
が
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ネ
ッ
ト
上
の
モ
ラ
ル
を
正
し
く
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

参
加
型
の
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、
講
師
か
ら
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
起
こ

る
差
別
事
象
の
実
態
に
つ
い
て
お
話

が
あ
っ
た
後
、
議
員
が
班
別
で
実
際

に
あ
っ
た
差
別
事
象
に
つ
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
は
、
自
分
に
関
係
す
る

問
題
に
変
わ
っ
た
と
き
に
偏
見
や
差

別
意
識
が
表
出
す
る
の
で
、
差
別
を

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
の
ま
と
め
が
あ
り
ま

し
た
。

答

答

１ 

関
西
圏
営
業
戦
略

　

三
重
県
の
情
報
発
信
や

県
産
品
等
の
販
路
拡
大
、
観

光
誘
客
な
ど
、
関
西
圏
に
お

け
る
営
業
活
動
を
戦
略
的

に
展
開
す
る
た
め
の
基
本

方
針
や
具
体
的
な
取
り
組

み
を
示
す
も
の
で
す
。

２ 

み
え
リ
ニ
ア
応
援
ク
ラ
ブ

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

県
内
駅
位
置
の
早
期
確
定

お
よ
び
一
日
も
早
い
全
線

開
業
の
実
現
に
向
け
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
啓
発

活
動
を
行
い
、
一
層
の
気
運

醸
成
を
図
る
た
め
に
設
置

し
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
の
目
的
に
賛

同
し
、
と
も
に
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

3 

水
質
総
量
削
減
計
画

　

人
口
、
産
業
等
が
集
中

し
、
汚
濁
が
著
し
い
広
域
的

な
閉
鎖
性
海
域
（
東
京
湾
、

伊
勢
湾
お
よ
び
瀬
戸
内
海
）

の
水
質
改
善
を
図
る
た
め
、

工
場
・
事
業
場
の
み
な
ら

ず
、
生
活
排
水
等
も
含
め
た

全
て
の
汚
濁
発
生
源
に
つ

い
て
、
環
境
大
臣
が
定
め
る

総
量
削
減
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
知
事
が
汚
濁
負
荷
量

（
窒
素
含
有
量
や
り
ん
含
有

量
な
ど
）
の
削
減
目
標
量
、

対
策
等
を
定
め
る
も
の
で

す
。
昭
和
54
年
か
ら
８
次
に

わ
た
り
策
定
し
、
第
９
次
は

令
和
４
年
９
月
に
策
定
予

定
で
す
。

４ 

Ｉ
Ｒ

　

Integrated Resort

の
略
で
、
カ
ジ
ノ
や
ホ
テ

ル
、
国
際
会
議
場
や
展
示

会
場
な
ど
のM

ICE

施
設
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
が
一
体
と
な
っ
た
複
合

観
光
集
客
施
設
の
こ
と
で

す
。

5 

熊
野
参
詣
道
伊
勢
路

　

日
本
人
に
と
っ
て
特
別

な
場
所
で
あ
る
伊
勢
神
宮

か
ら
、
い
く
つ
も
の
険
し
い

峠
を
越
え
、
熊
野
三
山
と
呼

ば
れ
る
、
熊
野
本
宮
大
社
、

熊
野
速
玉
大
社
、
熊
野
那
智

大
社
の
三
社
等
を
詣
で
る

た
め
に
通
っ
た
「
祈
り
の

道
」
で
す
。

　
三
重
県
議
会
の
本
会
議
等

で
用
い
ら
れ
る
議
会
運
営
用

語
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
用

語
解
説
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

用語解説

　
文
部
科
学
省
が
行
う

地
域
運
動
部
活
動
推
進

事
業
は
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま

し
い
持
続
可
能
な
部
活
動
と
学

校
の
働
き
方
改
革
の
実
現
の
た

め
に
、
令
和
５
年
度
以
降
の
休

日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域

移
行
に
向
け
て
、
全
国
各
地
の

拠
点
校
で
実
践
研
究
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。
県
は
、
こ
の
よ

う
な
国
の
動
き
に
対
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
各
市
町
に
働
き

か
け
て
い
く
の
か
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
現
在
、
県
で
は
県
内

３
市
町
４
中
学
校
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
休
日
の
部
活
動

を
地
域
団
体
に
委
ね
る
実
践
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

県
と
市
町
が
定
期
的
に
協
議
す

る
場
を
設
け
、
モ
デ
ル
校
の
取

り
組
み
と
課
題
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
地
域
移
行
の
進
め
方

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
生
徒

に
と
っ
て
望

ま
し
い
部
活

動
が
実
現
で

き
る
よ
う
、

市
町
と
連
携

し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

○�

国
道
３
０
６

号
整
備
に
つ

い
て　
ほ
か

　
県
で
は
、
平
成
16
年

に
全
国
初
の
「
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
」
を
、

平
成
23
年
に
は
「
三
重
県
子
ど

も
条
例
」
を
制
定
し
、
子
ど
も

の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
三
重
の

実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
児
童
相
談
所
へ

の
相
談
件
数
は
増
え
る
一
方
で

す
。
相
談
件
数
増
加
の
一
因
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も

考
え
ら
れ

る
中
、
潜

在
化
し
て

い
る
事
例

の
掘
り
起
こ
し
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

��

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
育
児

等
に
深
刻
な
悩
み
を
抱

え
る
保
護
者
が
、
さ
ら
に
孤
立

し
、
児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

孤
立
し
た
妊
産
婦
や
子
育
て
世

帯
、
そ
の
子
ど
も
を
、
誰
一
人

取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

市
町
の
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
整
備
を

促
進
し
、
連
携
強
化
を
進
め
、

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体

的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
県

民
は
ど
う
な
る

○�

知
事
の
平
和

に
対
す
る
思

い　

地
域
運
動
部
活
動
推
進

事
業
に
つ
い
て

服
部
　
富
男 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

三
重
郡
選
出
）

問

▲一般質問
（服部富男 議員）

児
童
虐
待
を
な
く
す

た
め
に

中
村
　
進
一 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

伊
勢
市
選
出
）

問

▲一般質問
（中村進一 議員）

新型コロナウイルスに関する
補正予算可決ワークショップの様子


